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　子ど右の満動 匕その空間 その 5
保資惹の 保責所言植 E

・設 討段階からの 参力日につ い ヒ （2）

　　　　　　　　　　　　　　坂 本 啓 倉 〔叛 本 啓 三旨 計 画 設 計 室 ）

1，ぱ しがき

　才 35回保責学会洛表欝艾 「 孑・ど邑の孟動とその 空閣

・そ の 4 一
腺育老の保者所計画 ・設計綾階からの 參・

加 に つ い ？CL）一 漸 くおい て、各地の 実例 ち取 上げ分

救 し た。本稿ばその続きであり．前論 に お い て取 上 げ

た問題 1乾琶整i理 し、今後、諭画設計き進め る際の進め

芳、注竜鳶，耄考県 し提案する。

2，計画 ・設計の闘題点、

　前黐にお い マ．tr　一ス 入 タディ き試み 、建設の 過程

に お砺尋さ ま ざまな問題点荏指摘 した。その
一

つ に．

まず r 最低墓凖」 爪よヴう激 る。「 くU 取 1
）A 奪衛生

の問題茲取上げマ善、今亨お瞬汽遷敢 の 内磨が残っ 望

い 冶。建築の面種1く闘し て己匁差ない
。 こ鼡 うの茎華

は ．あくまで最低限度の菱奉であっ で．設計基攀でな

い こと に注螽し 氏い ，補助 ・融資なビに つ い マ首少レ

ずつ改良ht
’
加 之うれ て い る賦、現状 とのずれ駅解消ざ

れ でい る と1ま言之ない 。い め んや 、「 こ訊 か らの保脅

壑の 翻 病 」 E論ずうに ’ま、あら嶂る面で老蔵斌不足

し翌い る。鵬えるに 、申舗響の業筋工 の手続き幽く複雑

で時間の かかるこヒる障薯とな っ マ レ丶h 。

　設計淆と轣 する行政 L の 式きな問題に ．設計の 入

丸制度拭上げう敵る。覲就で墨ま、仕事を得るた め，設

齢料 憲和 ずて藷礼 し
『
〜い る．これし盡設計料於をい 直 め

、保鷺老との打倉ぜ 葱簡酬 乙しt 蟄 ♪
一遮の無難な計

画落るっ ？、’涛要最イ螽限の言受言十と t「 らざる荏得なレ、こ

とを意昧 しマい ゐ．贐築家協会等の 設計報酬基準に 依

る茜要越あろう。

　まt：．計畠
・
設計裳依頼すう設計老の選択tr｛遨伽で

あ っ た fJX、一
方 、設計滝 との 打倉荘 、注文の 付け方斌

限 られ た鋳間の 中で
「

マ ト」 色得てい 融 ＼ 皮籀さ數

るべ き部分ボ多い 。

3 ．計画
・
設計の流れ （一緊と しマ）

最低墓羣等の改正 ‘こつ い Zは多くの グル
P・一プ於箭究

藝進 め 2おられ ゐため ，本稿でぼひか 之ろ。しか し ．

ここ1
“
指摘した行政よ の 問題点を倉ぬ 、本 挙会き中 嚆

と し k尺きな カ で改 良さ戯る こ と荏塑む 6 の で あ
i
♪、

こ こに ．一言村け加 之Z2Sきた い ．

構想計画 の 段階は．い 幻 ば攣備段階 ぐあり、入タッ

フが建設関係、髫理 ・蓮営関係に 命 か脈で、それ ぞれ

の 準備活勦淑進．められよう。

　殼計の 立場か ら言之 ば、この段階か う保育者 と共 に

昆学鼠 研究会などの 機 会を得．iene始め斥い 。建

築」t、保 育よ：の資料や竜見の交換、それ に新 しい 麌
「

料

琶収集し、・分蔚 ・整理 し ？、双 方の理解を1黝 るこ と

ボ授い 芸同扉業の始まりZ しマ最うκ切 であ覆。

　この葮階では地域的な特牲を把握する事、地縁的な

a 莫施設の
一

つ t しで、この よ う民位置信けるか がテ

ー
マ とな

「
ろう。通園踏の交通肇全、災薯爵 の避…難〕易所

、五隣へ の騒音対策響、閣圜後閔題．を引づ ら
「g　“　rz　to

に 6 ヤ分な調な ・研究択 1沈要である。

　茎本計画の段階は一［】に 言 之ば、圜独自の 特徴 とう

い うべ き個性整礙立すろ、あゐい レま設計煮 K 伝之る段

艦と言えよう。

　そしZ、どの様な保育琶進めるか ，保青の流れ 状 ど

うあ
馳

灰 い 力逵 躔かぬ 含い 、園舎の配置言旭 ．保育室

の 室間巌成襲行なう。一燐 、管理 ・邏営の 方針 が決ま

っ てい 戯 ば、子どろの空閥と丸人の空間の構成6倉ぜ

ZX9 ディ で逢る。この 段階の作業は開團後の運営奮

決足ずP†ろrzめ．槙童か つ 十労 掌打倉也 斌茜要であゑ

　この段階で保貲方法の 太瞞斌足まらず、あるい は設

計薦に 十 ・分伝のっ 2 い なげ紺 ま
“
．前鍋に お い マケ

ース

スタディ し た 、B 、6 、ε保育園の如く実施設言†綬攜

での奢一戻りが多くなるばか りが、閘圍後、保育の流れ

窶K 制約皀生じること民 6なろう．

　差本鍛誹の 段階は基奉計画 の綾階に お い て方向ブけ

られ k 方針K 墓ブ い マ．建物 の柱割や 憂の位 置「z ビ継

部K おけ冶 つ di）の段階ヒい えよ う。

　子ど 6の 生ラ舌の流蔽 ‘くよっ て、ズ室・壁 の位 置や閉囗

部の 穴きi など色沢め なため ，使い 艤与餮倉め 技保者

空間の良し蔑し を旗定されゐ。し たボ っ 2 、保育潅 と

し ？の賺 を十分 些く伝え ろ光
巳
要状あゐ。家具 ・備品、

床枕 壁菻 天糊 なビの選択 ・駕 猷 お し、マLよ 保

齎上 の注文苞すべ 2出、 し．
一
サ ンプル や，性能言貳鰍 吉果な

ど 1
’
esか め た上 で決定する茜薯駅 ある。しか し 、一

方

、建築上 の技術的なア ドバイス2聞く耳δ持ち冶・
せtc

い ，設計期闘帆ケない場含、成 ぞ に レ Z打含乞 回敬斌

少 く ．空調換気ぎ†画、照明言†亘、外福言†画 、色彩・
寸

イ ン育†虚］など斌竣、工間ぎi）に
「後イ寸け」 されゐことかぐ
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多し丶。この ため 、左体 のま

とまり を欠く結果とならご

b9 得ない 。

　実1施設計はあう唖る才亅合

ゼ 巨終 た後の図書4乍成作業

？
“
ある．しか し 、打ノ含『ぜ通

［〃く抜術的な処理斌で遂 た

力丶 どう灯丶 なビを吉着朽
」

鯲 関

へ 図面 ・
書撫 提齣 る前

に鯤 する阜 f々め薯である。

　その4隻、入糺仄より施工

業老於決定し差工
・完成と

い う過程 左経 る．施工 の」豊

行俵従い 設右†着斌設計管理

を行 うこ匕は設計図通リ施

工 ざれ ？い る船 ど うか を確

認すうとい う意味で絶苅衆

iキで
」
あゐ，しη

、
し 、施工1壟

中 で穴幅 rx変更をすると．．

工期の問題、建物の物理的

な質の問題7 どを生じるこ

と斌あゐ良め 、実施設計段

艦での設計図書の確罐 綿
宏して行 なレN ．その 後の 変更

lgPtt †るべ
’
き1

“
？）ろ．

表　　計逗巨1
・言殳言十の ラ多辷れ ‘　β昌圜 き2

“
）

4．あヒ斌き

　 子ど6状 生靖色するため

の空閥とし Z固定的「」観禽
乞捨？．どん な保脅理俺で

どの ような4呆看方法
・保育

形態で保育色進め ゐか ．そ

のため に ばどの よう な姓謡
・

イ寸け斌薦警であ珍か 喜十劣

に 設計煮匹 伝えるべきであ

る。骸能幺異に レ 、穐見の

相蓮バ生じること6あろり

状．双 方の持ち昧直†有発

揮するなめに は．それぜれ

の段階で 「マトJ 之得た打

右ゼ玳行なわ淋 ．子ビ右に

匕 っ ？4主冴 良い イ呆r育空間の

計画
・
設計され るこ 匕状望

まれ 房。

工．構狙計画

∬基本計画

皿基添設計

π 実施 諾 †

v λ 　 孔

w 施 　 工

揖想頽 会の設立

　　 　　 　　 　　 と切 ような 傭 Σ且岱すか丶

保 育理 r念の碾 立　 耀 未
叱
との かsopz・：

霑 汚錺戸会 の 設 立

殼計 者切 渓 是

髄 ・蟷 籀 鉱

他園へ の見搬
・鯤 会

資粁 　
・
鋤 ・整理

地鵬樋［の 話置 澗晃

規 穫 （定貴 冫の 碇

責金 吉協 め E連 し

敷艶 ζ殻 置場MT）e ．ee
通 圃 圍 の 設 定
地 蕩ζ施 設 としての 伍置仲 ケ

　　↓
T
『一一mme − 一一一　

一

避甦 場 戸  の 確年・石臨 ’t

穿全 々血 圜 路〃碓 昂 　｝

調 　　 査

最 僻
・
建築 規 華活

・

黐 難 網
嘶 の躱

L塑 罎竺壷 ＿」

†
ξ」胡 保 r自rオ針 の 喜気定
ヲ 野・7 °【1クPラ4 丶 グ1玄殳定：

鯔 法 → 保 覿 須長→ 罐 の
「

質」
・「量」の 茨 定

嫐 溢 壮ゆ 保 替堅周 ‘各保脅室蜩 廃）の 獻 ．園合の 配 置

　 　 　 　 階 磨1
・
天繍 の決蜀巨，線 ・2F睫 ・複鍵 重蕪の月『

齲 ！運翫 活の碓立

護ii縫艶覊 潔飴 嚠 圏舶 4 獵
（個惟，の ，碓認

荘割 壁の 伍置の决定

「「
一
專繭 扇蘇 5袤矗「二：禰旧痴画玩冨熹き〒贏巍

一一
i

li灘轟疂黷蠶響｛
髏監類鑿鑼谿剄

設 計蠕 め 隼飯
閣

獵覊
’ 設計歯書の 碓 認

変羮・膿 眺違 い → 碗…正 → ・碓 認 ・
erJ苅 幾ee1へ 〃膚 類勘

施工籍 ラ碇
地 鎮 祭

着 工

莞叡
殼 計監捜

＝ w −“ ＝ e w
− 一

現場見宇　　開 園 亭 涌
　 　 　 　 　飴 　 　 　の
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